
患者と医者は何を話し合うべきか

この文書はガイドです。
全ての患者がこれら全ての症状があてはま
るわけでも、全ての専門家または全ての検
査が必要なわけでもありません。
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フェラン-マクダーミド症候群における
医学的査定とモニタリングのための

臨床診療実践パラメータ

この図は、フェラン-マクダーミド症候群（PMS）と診断された人の評価に役立つ可能性がある医療分野、
存在する可能性のある症状、および診断に役立つ可能性がある検査を示しています。
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